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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦�「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画
面を開いてコンテンツを起動する。

単元名 地球規模の課題の解決と国際協力（７時間）

本時の
ねらい

地球環境をめぐるさまざまな問題を調べ、その解決に向けた国際協力の必要性や、持続可
能な社会を目ざすことの重要性を捉える。（第５時）

指導時期 ２月上旬～３月中旬

本時（第５時）の展開

北海道北見市立三輪小学校
主幹教諭 佐野 正樹

小学校 第６学年
社会科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例社会

単元の
ねらい

◦�グローバル化する国際社会における日本の役割について理解するとともに、地図帳や地
球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。
◦�国際社会における日本の役割や地球規模の課題の解決に向けた取り組みの相互の関連や
意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への
関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それら
をもとに議論したりする力を養う。
◦�国際社会における日本の役割について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、
よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多
角的な思考や理解を通して、平和を願う日本人として世界の国々の人々とともに生きる
ことの大切さについての自覚を養う。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的
　『地球規模の課題の解決と国際協力』は、地球規模の問題を解決するためには国際的な協力が必要であること
をつかませ、国際連合の活動の重要性や日本の役割について多面的・多角的に捉える単元である。
　「指導者用デジタル教科書（教材）」のよさとして、一斉指導の場面で関連した資料を容易に提示しやすい点が
あげられる。教科書にある図や写真を大きく提示することで、学習に必要な内容を一斉指導の場面で適切に読み
取らせることができるようになる。また、ペンツールを用いて写真に書き込むことで、着目してほしい部分を強
調することができる。なお、ペンやマーカーを使用した場合は、その内容が保存されるため、次の学習などで使
用する場合にすぐに参照できることもよさとして考えられる。
　このように、同一の資料について、他者の視点も取り入れながら多面的・多角的に検討・吟味する学習活動に
取り組みやすい利点を生かして「指導者用デジタル教科書（教材）」を活用したい。
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題名を表示

ペンツールの活用

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦�「資料ア　地球温暖化の被害（ツバル）」の写
真から気づいたことを話し合い、課題を立て
る。
　 T：この写真はどんな場面ですか。
　 C：�海水浴をしている場面かな。
　 T：�写真の題名を表示しますね。題名は「地

球温暖化の被害（ツバル）」です。見え方
が変わりましたか？

　 C：�国土の浸水とあるから、もとは地面だっ
たところなのかな。

　 C：�建物の壁がはげているところ（赤の囲み
部分）まで水につかったんだよ。ここま
で水があるなら、住めないよ。

　 T：�この問題以外にも地球環境に関わるさま
ざまな問題がありそうですね。

◦�はじめは写真のみを提示し、どのような場面であるかを自由
に発言させる。その後、「資料ア　地球温暖化の被害（ツバル）」
を表示し、壁の色の違いに着目することで、海水面が上昇し
たために国土が浸水していることに気づかせる。

◦�「資料ア」の建物の壁がはげている部分をペンで囲むことで、
全体で視点を共有することができる。

地球環境を守るために、人々はどのような努力をしているのだろう。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

展開

◦�環境問題を解決するための取り組みについて
調べる。
　 T：�今、世界各地で起きている環境の問題に

は何がありますか。
　 C：�「資料イ」の干ばつの問題があります。
　 C：�大気や水の汚染の問題です。「資料ウ」の

写真では、霧がかかっているみたいます。

　 T：�問題を解決するために、どのような取り
組みが行われているでしょうか。

　 C：�国際会議で話し合っています。
　 C：�NGOも協力しているね。
　 C：�国連総会で持続可能な開発目標（SDGs）

が採択されました。

◦�「資料イ・ウ」を提示する。

◦�「指導者用デジタル教科書（教材）」に掲載されている動画に
アクセスし、視聴する。

まとめ

◦�地球環境を守ることの大切さや、自分たちの
暮らしとの関わりについて考える。
　 T：�持続可能な社会を目ざすために、私たち

にできることについて、思考ツールを使っ
て整理しましょう。

　 C：�プラスチック製ごみを出さないようにし
たい。

　 C：�ユニセフ募金に協力するようにしたいな。

◦�「思考ツール（座標軸）」を活用し、できることについて整理
する。

持続可能な社会を目ざすために、各国の政府や民間の組織などが協力して話し合いをしている。
また、持続可能な開発目標（SDGs）を設定している。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

　児童が発表する際、着目した箇所（こ
こでは壁がはげているところ）を教師が
ペンツールで示す。このことで、示した
い部分が焦点化され、全ての児童が確認
できる。一斉指導の場面で写真や図表、
グラフを扱う際にも、ペンツールを使っ
て焦点化することで、全員が強調したい
部分を確認できる。このように、他の児
童が着目した点を同じ資料で共有するこ
とは、さまざまな視点で資料を見ること
を意識させることにつながる。
　このような指導を繰り返すことは、資
料を多面的・多角的に捉え、思考する力
を育成することにつながる。
　なお、ペンツールを使用する際は、タ
ブレット端末で直接操作するほうが、マ
ウスを使用するよりも扱いやすい。

　また、本時では、「思考ツール（座標軸）」を使用して児
童の意見を整理する。自分の意見が座標のどのあたりに位
置づけられるか、考えながら配置することで、比較・分類
したり整理したりする力を育成する。

　さらに、「指導者用デジタル教科書（教材）」に付
属しているワークシートの発問を授業で活用する。
今回の授業での展開における教師の発問は、ワーク
シートの「①今、世界各地で起きている環境の問題
について調べましょう。」を参考にしている。「指導
者用デジタル教科書（教材）」の該当箇所にアイコン
で表示されているため、授業での活用場面を意識し
やすく、授業構想にも役立ち、働き方改革の一助と
なる。


